
b 資本金及び資本剰余金の明細 （単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

資 本 金 政 府 出 資 金 100¶000¶000 0 0 100¶000¶000

資 本 剰 余 金 � 325¶702¶563 0 98¶051¶135 � 423¶753¶698 ＊

民 間 出 え ん 金 64¶125¶727¶178 0 0 64¶125¶727¶178

資 本 剰 余 金
計 63¶800¶024¶615 0 98¶051¶135 63¶701¶973¶480 ＊

損益外減価償却累計額 � 7¶784¶993¶601 � 1¶320¶763¶601 � 155¶580¶181 � 8¶950¶177¶021

損益外減損損失累計額 0 � 17¶702¶303 0 � 17¶702¶303

差 引 計 56¶015¶031¶014 � 1¶338¶465¶904 � 57¶529¶046 54¶734¶094¶156

＊減少要因は特定償却資産の除却等によるものであります。
c 積立金の明細 （単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

通則法第44条第１項積立金 11¶893¶620¶584 0 11¶893¶620¶584 0

当期減少額の内訳
損失処理にかかる積立金取崩し額 10¶622¶024¶932円
前中期目標期間積立金 624¶125¶227円
国庫納付額 647¶470¶425円

前中期目標期間繰越積立金 0 624¶125¶227 0 624¶125¶227 当期増加額は、積立金からの振替額

計 11¶893¶620¶584 624¶125¶227 11¶893¶620¶584 624¶125¶227

~ 積立金の国庫納付等
１．前中期目標期間最終年度の通則法第44条第1項積立金の期末残高は、11¶893¶620¶584円であり、これに前中期目標期間の最終年度の未処理損失10¶622¶024¶932円を加えると1¶271¶595¶652円となります。
２．このうち、今中期目標期間の業務の財源として繰越の承認を受けた額は624¶125¶227円であり、差引647¶470¶425円は国庫に納付しております。

d 運営費交付金債務及び当期振替額等の明細
{ 運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

交 付 年 度 期 首 残 高 交付金当期交付額
当 期 振 替 額 期 末 残 高

運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 建設仮勘定見返運営費
交付金 資本剰余金 小 計

平 成 21 年 度 0 26¶172¶104¶000 25¶354¶183¶251 453¶465¶749 0 0 364¶455¶000

| 運営費交付金債務の当期振替額の明細
・平成21年度交付分 （単位：円）

区 分 金 額 内 訳

業務達成基準による振替額

運営費交付金収益 0 {業務達成基準を採用した業務：奨学金業務システム開発業務
|当該業務にかかる損益等資産見返運営費交付金 0
ア）損益計算書に計上した費用の額：0

イ）自己収入に係る収益計上額：0資 本 剰 余 金 0

ウ）固定資産の取得額：0

}運営費交付金収益化の積算根拠
計 0

年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化
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